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はじめに

外来植物の侵入が引き起こす問題の科学的な

解明は，国内外の生態学，雑草学の分野において

重要な課題のーっとなっている (Hobbsand 

Humphries 1995; Washi岡田2004;Marshall 2005;清

水ら 2007)。雑草学の分野では，外来植物が「資

源をめぐる競争jによって同所的に存在する農作

物にもたらす被害に関心がもたれているが(浅井

2007) ，生態学では最近捕食者が媒介する「見か

けの競争 (Holt1977) Jによる外来種問題に関心

がもたれるようになってきた。本稿では後者，す

なわち農地生態系への植物の侵入による「見かけ

の競争」型被害について紹介する。さらに，その

ような問題の解決には，害虫の発生源を管理する

ととが重要であり，また発生源が広域に点在する

場合にはメタ個体群理論(Hanski1999)に基づく管

理が有効である可能性について述べる。

1 植物の侵入・導入がもたらす「見かけの競争J

型の農作物被害

「見かけの競争」とは

「見かけの競争 ApparentCompetition (Holt 

1977)J とはある餌生物 2種に共通の捕食者が存

在する場合において，餌生物種聞に生じる拾抗的

な生物問相互作用をさす。餌種Aの増加によって

それを消費する捕食者が増加したために，餌種B

が受ける捕食圧も増加し，結果として餌種Bがよ

り減少するといった場合がそれにあたる(図1)。

同じ栄養段階に属する種の聞に負の関係がある

という点では「資源をめぐる競争」と同じに見え

る。しかし「競争」がより下位の栄養段階の資源

利用を介じた相互作用であるのに対して，この

「見かけの競争Jはより上位の栄養段階からの捕

食圧を介した相互作用であり，生態学的な特性は

大きく異なる。植物のような固若性の生物では

「競争Jは局所的，同所的に限定されるのに対し

て， r見かけの競争」は広域的，異所的に起き得
る(Holtand Lawton 1994; Orrock et al. 2008)。なぜ

なら「競争Jを媒介するのは光，栄養塩等ほとん

ど動かない非生物的資源であるが， r見かけの競
争」を媒介するのは比較的移動性の高い動物だか

らである。

図1 見かけの競争の概念図

自耳種 B が捕食者による負の影響を 方的に受

け，それが高じて絶滅の危険にさらされることも

ありうる。これは次のような条件のもとで生じる。

餌種Aの繁殖力が高いために捕食者の影響をあ

まり受けない，あるいは系外から消費に見合うか
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